



































　ベルギーのロッセム(Kris to f  Van
R o s s e m) は、オランダのダーレン
(Wieger Van Dalen)と組んで「ＳＤにお






























































































































いて成長すること Growing up With
Perplexity」と題して話した。豊富な経験
から実例を引きながら、彼が子どもとと
もに哲学することを心から楽しんでいる
ことが伝わって来るような話ぶりだっ
た。子どもはごく幼いころから哲学的な
とまどいを表明するものである。そのと
まどいにつきあい一緒に考えることは、
おとなにとっても貴重な機会であり、子
どもを尊重することでもある。定年退職
した今も、マシューズは小学校などで子
どもと一緒に哲学しているそうだ。低学
年には彼が自分でつくったお話を聞かせ
ることから始めるが、高学年の場合は
『ゴルギアス』や『国家』などプラトンの
対話編を使うこともあるという。
そのマシューズも参加して、「子どもと
ともにする哲学」というワークショップ
が開かれた。合衆国のゲーリング(Sara
Goering)がカリフォルニアのロングビー
チ学区で行っている哲学教育の活動「学
校で哲学を推進するためのセンター
CSULB」の報告を行い、討論が行われた。
彼女の報告は、哲学教育の「評価assess-
ment/evaluation」に焦点が当てられて
いた。哲学教育における生徒の達成度を
評価することは、行政に哲学教育の成果
を認めさせ、哲学教育を継続するために
重要である。ゲーリングは、哲学する喜
びを実際に感じている生徒を前にする
と、評価の必要などないと感じるとい
う。しかし、行政には何かを見せなけれ
ばならない。すでに冊子として出版され
ている幾つかの「テスト」が紹介された
ことは、いかにも合衆国らしいと感じ
た。
　ゲーリングが哲学教育のメリットとし
てあげたのは、①認知的（批判的かつ創
造的）な思考の技能、②行動の技能、③
哲学的な意識と表現などを向上させるこ
とである。①はテキストを読むこと、暗
黙の前提を知ること、適切な議論をする
こと、自分の見解に根拠を与えること、
論理的な推論をすること、反例を創作す
ること、論議の限界を知ること、を含む。
②は他の人のいうことをよく深く聴くこ
と、適切な質問をすること、多様な観点
を知ること、他の人の立場で考えるこ
と、などを含む。③は、哲学的な問いの
「未決着な unsettled」という性質を知る
こと、哲学と歴史や日常生活とのつなが
りを知ること、哲学的なものの見方を表
現することである。
①と②に顕著に現れているように、基礎
学力と市民としての行儀の習得に貢献す
??
臨床哲学のメチエ
ることに哲学教育の大きなメリットが見
い出されている。学校に「飽きている」生
徒たちは、哲学の授業で、哲学的な問題
を考える仲間がいることを知って喜び、
考え、話し、聴くことに「わくわくする
be thrilled」。それを動機として生徒は基
礎学力と市民としての行儀を身につける。
哲学の授業にそういう側面があることは、
確かだろう。そして、そういう側面こそ
行政にアピールすることができる好材料
だろう。しかし、討論で「行儀よく」さ
せることは哲学の目的ではない、という
反論があった。結局、市民としての良識
を権威主義的に押しつけることになる、
と。私も、哲学の「行儀悪さ」に無自覚
であったり、避けたりすることには反対
である。しかし、そういう「行儀悪さ」が、
「わくわくする」ことにつながり、楽しく
考え、話し、聴くうちに、生徒が結果的
に「行儀よく」なることも事実である。そ
ういう経験を経ないで身につけられた
「行儀よさ」に、私は脆さを感じる。哲学
の「行儀悪さ」と市民としての「行儀よ
さ」は必ずしも矛盾しないと考えるべき
ではないか。
　初日の夕方、オスロの実践家の自宅で
歓迎会があった。閑静な住宅地の一角に
ある普通の住宅だが、庭にバーが開かれ、
バンドが演奏し、屋内外に歓談の輪がで
きた。空はいつまでもほの明るい。私は
奥の書斎でオスロの実践家と話した。古
い家具が据えられた落ち着いた感じのそ
の書斎で、カウンセリングを行うことも
あるという。このオスロの街で、彼らは
比較的最近哲学プラクティスを始め、地
道に活動している。私は、ＳＤには可能
性を感じるが、哲学カウンセリングに対
しては懐疑的であると話すと、「どこが
違う？」と聞き返された。どちらも対話
の一種ではないか、と。なるほど、とも
思うが、やはりいろいろ疑問が残る。合
衆国の哲学カウンセリングの第一人者マ
リノフは、すでにニューヨーク市立大学
で哲学カウンセリングの講座を開講して
いる。哲学カウンセリングの創始者アー
ヘンバハもまた、近くベルリンとミラノ
の大学で哲学カウンセリングの講座を開
講するという。いったいどのような教育
が行われるのか、たいへん興味深い。
（てらだとしろう）
　教育に関する臨床哲学の活動は、大阪
府立福井高校での授業など、「子どもと
ともにする哲学」に重なる部分があり、
世界の｢子どもとともにする哲学｣関連の
プラクティスには以前から注目してい
る｡しかし今回の特集では｢子どもととも
にする哲学｣についてまとめて報告でき
なかった｡そこで寺田報告に付記したい。
「子どもとともにする哲学」
についての付記
